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要旨
本論文は日本語の f身体部位テヤノレj構文と中国語の身体語葉を目的語とした
“姶"構文(身体の“拾"構文を略称)の対応について、現実的な利益と恩恵的
感情を手掛かりとして、分析を展開するものである。両者の対応が成立した理由
に関しては、身体部位と持ち主の譲渡不可能の関係にあるのではなく、動作によ
る身体部位の変化の結果が現実的な利益として動作の受け手に与えられるかどう
かに関わっていると主張する。
1.問題の提起
日中対照研究では、身体部位に対して働きかけることを表す「テヤノレJ構文と"治
'構文との対照研究は筆者の管見の限り少ないが、以下の先行研究では主に"姶"
構文について論述している。
虚(1993)においては、中国語では、 fNPl+色合+NP2+VP+NP3J (NP1:動作主、 NP2
受け手、 NP3 :被動者)の句会j 構文に関して、 fNP3が NP2の所有物である場
合もこの受益構文になる。もっとも典型的なものは身体語葉の場合であるj と指摘
している。(伊i文番号は先行研究のものをそのまま使っている。)
(34) 政三姶李四洗失。(虚(1993))
勺本発表では、便宜上 fテヤノレj と fテアゲノレj を「テヤノレjで代表させることにする。
? 、
?
?
?
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(張さんは李さんの頭を洗ってやる) (訳と下線は筆者による)
さらに、慮は r夫j が李四の「失j で、政三が洗ったら、自然と「李四j への
サーピスになり、「姶j は李四が受益者の立場にあることを示す。 NP3が NP2の所
属物であるならば、総てこの構文になるJと述べている。
佐々木(1994)では、“会合"構文を受益文として、「ためにj受益文と 48f'受益文に
関して、以下の比較を行った。
(23) a. 彼女は夫のために髪を切った((佐々 木 1994)、下線は筆者による)
b. 地姶愛人勢失友了
(24) a. 彼女は子供のために手を洗った
b. 地姶孫子洗手了
(23) (24)について、 iiためにj受益文の場合、受益者の利益を目的として、行為者
自身の髪を切ったり、手を洗ったりした、という解釈がごく自然であろう。
“主合"受益文の場合には、それらはあくまでも受益者のものであって、行為者自身
のものであってはならなしリと述べている。また、以下の中国語の文に対して、 f受
益表現としての性質が薄れ、どこか不自然さが付きまとう j と指摘している。(括
弧は筆者)
(27) a. 彼女は夫の髪を切った
b. ?地努了愛人的夫友(受益ではなく、中立的か被害か)
(28) a. 彼女は子供の手を洗った
b. ?他洗了孫子的手(受益ではなく、中立的)
楊(2009)では、以下の例文について分析を行った。
(29) a 我向大-n院老滞的房i可走去，高IJ司会IEt合老姉弟IJ失， }茎是他最牟手的。
「中日対訳コーパスj
b. 大書院の老師の部屋へゆく。そういうことの巧し咽i司さんが、老師の
頭を剃っている。「中日対訳コーパスJ
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(30) *我向大名院老知的房間走去，高IJ司会正在剃老知的夫，立是他最牟手的。
(29) (30)について、楊(2009)は「“老剤" (先生)と“会長" (頭)は譲渡不可能な関
係にあり、日本語では所有構造が用いられるが、中国語では受益標識が用いられて
いる。中国語の受益標識“姶円を所有標識の“的"に換えると、文全体が不自然に
なるか、または“老JRj"が受益者として解釈できなくなる。Jと述べている。つま
り、“姶"を受益標識として、“姶"構文を受益文として見なしていることがわかる。
以上の先行研究をまとめると、中圏語では、「人Jの身体部位に対して働きかけ
る場合、“会合刊で f人j を導いて、受益の意味を表し、所有構造を用いる場合、受
益の意味がなくなり、“会合円構文が受益文として見なされているということがわか
る。
先行研究の分析を踏まえ、以下の例文を見てみよう。
(1) 父は息子の 頭を機でてやる。
??父来拾JL子 模大。
。父系 f莫 JL子的決。
父 撫でる 息子の頭
(2) 私は 彼の 背中を摩ってやる。
??我 会合他 摸背。
。我 摸 他的背。
手ム 摩る 彼の背中
(1) (2)の「テヤルj構文においては、「子供j と「彼Jに対して、動作主の「父j
「私j が「頭j と「背中Jを対象として動作を行い それらの動作によって、「子
供Jr彼j に恩恵をちたらすということを表す。つまり、「子供Jr彼j は動作の受
け手であるだけではなく、受益者でもある。さらに、「頭Jr背中Jが受益者「子供j
f彼j の身体部位であり、「頭j と「子供J、「背中j と「彼Jは譲渡不可能な関係
にある。これらの文において、日本語の「テヤノレj構文は成り立つのに対し、中国
語の“姶"構文は不自然で、成立しにくいのである。したがって、 (1)(2)は先行研
究の分析に反して、対応の“姶"構文の摩りが悪く、所有構造の文のほうが自然で
?????
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あることがわかる。また、先行研究では、“会合"構文を受益文として扱っているが、
その受益の意味は“姶日によってもたらされるのか、あるいは文全体の意味によっ
て現れてくるのかに関して、説明が不十分であると考えられる。したがって、その
ようなタイプの「テヤノレj構文と中国語の ι姶"構文との対応関係の成立に関して、
どういう条件が必要になっているかについてまだ検討する余地があると患われる。
2. 分析
本格では、身体部位に対して働きかけを行い恩恵の意味を表す「テヤノレJ構文勺
と中国語の“姶"構文勺との対照に関して分析を行う。便宜上、研究対象とする「テ
ヤノレj 構文を「身体テヤノレj構文刊と呼ぶことにする。「身体テヤノレj構文の構造
と意味を明らかにするために、コーパスから実例を収集して、分析を行った。以下
の2.1.と2.2.では、「身体テヤノレJ構文と“会合"構文の構造と意味について説明す
。?
2.1. r身体子ヤjレJ構文の構造と意味特性
「身体テヤノレJ構文に関して、 i[て|で]や[らりるれろっ]Jと i[て|で]あげj
という正規表現によって、「中田対訳コーパスjから「テヤノレj構文と「テアゲ、ノレJ
構文をそれぞれ 773個と 123個抽出した。さらに、その文を半lJJjIJした結果、 f身体
テヤノレj 構文と認められる文が 20個得られた。この 20例の中国語との対応関係は
表 lのようにまとめておく。
本2本稿では豊田 (1974)山田 (2004)における非恩恵の fテヤノレj構文は研究対象としな
し、。
本3 本稿では、検討対象とする“会合"構文の構造を INPl+姶+NP2+Y+NP3J(NP1 :動作主、 NP2
受け手、 NP3:動作対象)とする。
*4 身体部位とは体の部位(顔、手、足など)や体に現れるモノ(汗、唾、傷口、患部な
ど)を指す。
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表 l
日本語
身体テヤノレ
20 
対応する中国語の表現
会合(gei)
14 
方(wei)
2 
部(bang)
2 
ゆ
2 
また、以下の1:fITJ:，ら考えると、明円(ために)“帯"(羽却す、手伝しすを“姶刀に変えても文の意
味に影響M~品、と思われる。伊j文は以下のように示す。(下線け訪ißIま筆者による)
(3) お返しに、相手の体も洗ってやろうというわけだ。
訳:{也倒泣来，部(姶)女人洗起了身体。
(4) (手を)洗ってやったわけですけど、濡れた手をふこうともしないのです。
訳:当老知器(会合)地洗完，地也不会擦ー擦湿漉漉的手。
(5) それは私が彼女を風呂へ入れてやって、体を洗ってやっていた頃-
訳:我i上地入浴，アョ(姶)地洗身的那一段吋i司
(6) それを一番よく知っているのは私だ、私は嘗てこの背中を、毎日湯に入れ
て流してやったのだ。
訳:知道得最清楚的是我，我曾径毎天将地放遊浴紅中アョ(会合)地沖背。
したがって、表 Iのデータから見ると、「身体テヤノレj 構文は“姶"構文との対応
度合が高いと言える。
(3) '"-(6)において、先行動詞は「洗う JI流すj といった「洗浄動詞」である。そ
れに加えて、“姶"構文と対応している「身体テヤノレj構文において、「拭く JI湿
すJI掻く Jのような先行動詞(伊IJ(7) (8) (9) もある。これらの動認で、表わされる
動作により、身体部位に対する働きかけが行われ、その身体部位の持ち主は「動作
の受け手j となる。また、それらの動作によって、 I{:本がきれいになるJI背中がか
ゆくなくなるJI口が湿るようになるj といった変化がもたらされる。さらに、「テ
ヤルJが先行動詞の後につくことによって、動作主が動作の受け手のためにあるい
は相手の代わりに動作を行い、その動作によってもたらされる変化が動作の受け手
にとって良い結果であり、その良い結果は一種の現実的な利益として動作の受け手
???
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に与えられ、動作の受け手が受益者になるとしづ意味合いが読み取れる。それらの
利益とともに、動作主から動作の受け手に向けて、ある種の恩恵的感情も伝わるわ
けである。つまり、先行動詞の動作による身体部位の変化の結果が「テヤノレJの結
合で現実的な利益になり、それと同時に、動作主の動作に動作の受け手に対する恩
恵、的感情が含まれているのである。
(7) 云われるままに、私は彼女の腕だの背中だのを暫く掻いてやりました。
訳:我遵命拾地弧了一会jし月例専和后背。
(8) お食事は、もう、けさから全然とおらず、ガーゼにお茶をひたして時々お
口をしめしてあげるだけなのだが。
訳:九人早農起地イ十て之、都没i吃，我只是用抄布j受茶水，姶地洞-潤i腎。
(9) 濡れ手拭でもこさえて、女の顔を拭いてやるとしょうか。
訳 佼ー把湿手巾姶女人擦把日金百巴?
一方、中国語の"姶"構文以外の表現と対応している「身体テヤノレj構文は以下の
ようである。
(10) 持主は柵の横木を!塙てて、その鼻面を撫でて見たり、咽喉の下を摩ってや
ったりして
訳:牛的主人隔着帯!日程的横木，摸摸牛的鼻子，弧孤牛的惇子下辺・移5
( 1 ) その固いところをぽりぱりと掻いてやると、犬は気持良さそうに自をつぶ
って、はあはあと患をした。
訳:我在那硬筋上掻了九把，狗子是十分告予坦{以地!羽目合限， “見合[l室見合唱"
日出着『。
*5 もとの訳文は“牛的主人踊着榔t~的横木 ， -Jl1摸摸牛的鼻子，-Jl1弧弧牛的j淳子下Jl1.• 
"である。矢津先生から “-Jl1、一地"が誤訳であるだろうとしづ指摘をいただき、数人
のネイティブに確認してもらった結果、“-Jl1、一地"を取り除いた訳文がもっと適当であ
るという結論が出た。
???
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(10) (11)において、「産るJr掻く Jといった先行動詞は意志動詞であり、「テヤノレ」
との結合によって、文全体に恩恵の意味がもたらされている。すなわち、話し手(動
作主)が動作の受け手に好意を持ち、動作を行うことのみ表わすのである。 (3)"-(9) 
と比べて、 (10)(11)では、「摩るJr掻く j といった動作を通して、 in国喉Jr闘いと
ころJの身体部位に何らかの変化を観察することができない。つまり、動作の受け
手は{可か現実的な利益を得ず働きかけを受けるのみと言える。「テヤルJの介入に
よって、動作主は「牛Jr犬Jに対して、「摩るJr掻く j といった働きかけととも
に可愛がったり、憐れんだりするといった恩恵的感情を表すようになるのである。
以上の分析をまとめると、「テヤノレj 構文では、動作による変化の結果の有無を
問わず、「テヤノレj があるからこそ、動作に動作主の恩恵的な感情が含まれるよう
になる。それによって、動作自体に恩恵の意味があり、動作の受け手も恩恵を受け
ると言える。また、動作による変化の結果がある場合、その結果は現実的な利益と
して動作の受け手に与えられるのである。
言い換えれば、 (3)~ (9)においては、話し手(動作主)が患恵的感情をこめて、動
作の受け手に現実的な利益を与えることを表し、 (10)(11)においては、話し手(動
作主)が動作の受け手に対して恩恵的感清しか表さないのである。
したがって、「身体テヤルJ構文の構造と意味の特性を以下のようにまとめること
ができる。
1 先行動詞は意志的動認で、あり、身体部位はその宣言j詞のヲ格目的語であること o
n r身体テヤルj構文においては、現実的な利益の授与とともに恩恵的感情も表
すものと、恩恵的感情しか表さないものがあること。
2.2. 身体の“姶"措文の構造と意味特性
中国語の“姶"構文において、同じ構文構造でも文脈によって、授与、使役、受
身、受益、損害など様々な用法と文型があると従来の研究で指摘されている。本節
では、身体部位に対して働きかけることを表す“姶"構文を対象として(便宜上身
体の“姶"構文という)その構造と意味の特性を明らかにしてし、く。 rCCLコーパ
スJ*6からこのタイプの"姶"構文を 50個抽出して、その一部を以下に示す。
*6 r現代中国語コーパスJCCL北京大学中国語学研究センタ- 2009年
?
?
?
??
?
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(12) 我 会合{;]¥
? 。?
私 あなたに
私は(あなたの)
叩く (あなたの)肩
肩を叩し 1てやる/あげる。
(13) 予J¥茂芳 先 合合{也 1先 決。
孫茂芳さん まず
孫茂芳さんはまず
彼に 洗う (彼の)頭
彼の頭を洗ってやる/あげる。
( 14) 我 合会イ示 失上 挽痔痔。
私 あなたに (あなたの)頭の上掻く
私は (あなたの)頭の上を掻いてやる/あげる。
( 15) 他 姶技士 擦 日金。
彼 戦士に 拭く顔
彼は 戦士の顔を拭いてやる/あげる。
(12) "-' (15)における「拾NP2j を取り除くと、以下のようである。
(12') 我撞背。
私は肩を叩く。
(13') 列1茂芳先洗決。
孫茂芳さんはまず頭を洗う。
(14') 我失上挽捧痔。
私は頭の上を掻く。
( 15') 他擦峰。
彼は顔を拭く。
(12)"-'(15)と比べて、(12つ"-'(15')では、 rQnくj r洗うJr掻く j r拭く Jといった
動作の方向はいずれも動作主自身に向かっていることがわかる。つまり、動作の方
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向性は (12)~ (15)と全く逆になっている。これにより、守合"の機能は動作の方向
性を明示することであると言える。この説明に従えば、(1) (2)の“拾円構文が問題
なく成り立っと思われるが、そうではない。むしろ、身体の“姶"構文における“
会合"はJ3IJの機能を持っていると思われる。
(12)~(15) においては、“撞背日「肩を叩く j 、“洗う~" r頭を洗う j、“接うた上))rl1長
の上を掻く J、“擦日金"r顔を拭く jといった動作によって、「肩こりが軽くなるJr顔、
足がきれいになるJr頭がかゆくなくなるJr顔に汗がなくなるj といった身体部位
の状態変化が起こされる。つまり、そうしづ動語句に状態変化が含意されている。
その変化の結果は動作とともに動作の受け手に向けてもたらされる。すなわち、“
姶円で導くのは動作による変化結果の受け手でもある。また、身体の“姶円構文で
は、その変化の結果が動作の受け手の意志を問わず、動作主の判断により、動作の
受け手にとって良いものであると考えられる場合、その変化結果は一種の現実的な
利益として動作の受け手に与えられるということを表す。この場合、文全体に受益
の意味を持たせ、受益文として成り立ち、“会合"が受益者を導くと言えると考えら
れる。つまり、“姶"だけによって受益か受損かは判断できず、その動作の変化の
結果の受け手を示すだけであり、先行研究で指摘される受益標識と関係がないと思
われる。
( 16) 掲掲姶小宮工洗了手，小さ工却不尿意。
呂訳:お母さんはシャオホンの手を洗ってやったが、シャオホンはかえっ
て嫌になってしまった。
( 16)の身体の“拾"構文では、「お母さんJから見ると、「洗う j を通して、「手
がきれいになるj ということが fシャオホンj に良いものであり、「シャオホンj
に対する現実的な利益であるのに対し、「手を洗う j は「シャオホンj にとっては
嫌なことであることがわかる。同じ意味を表す「テヤノレj 構文も成り立つ勺。つま
り、動作主の意志により、その状態変化の結果が良いものと認定されている。現実
的な利益がし冗ずれも動作主の意志によるものであるところで両者は一致していると
思われる。
したがって、身体の“姶"構文の構造と意味の特性は以下のようにまとめられる。
勺松下(1928)、豊田(1974)を参照されたい。
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I 動作は意志的動詞によるものであり、身体部位は意志的動認の目的語であるこ
と。
E 動作主の意志によって、動作で起こされる状態変化の結果が現実的な利益とし
て動作主から動作の受け手に与えられる。“会合"で導くのは動作の変化結果の受け
手である。
2.3. 問題点の解決についての主張
問題となる文を改めて見てみよう。
(再掲)
(1) 父は患、子の 頭を撫でてやる。
??父来姶jし子 摸夕、
。父系 摸 JL子的決。
父 撫でる 息子の頭
(2) 手ムは 彼の 背中を摩ってやる。
??我 さ合f也 摸背。
。我 f莫 他的背。
私 摩る 彼の背中
2. l.と2.2.において、「身体部位テヤノレJ構文と"会合"構文の構造と意味特性を
まとめておいたが、それを参照しながら、以上の (1) と (2) の例文と対応する中
国語の表現について説明する。
(1) (2) の「身体テヤルJ構文において、動作主の「父Jr私Jは「子供Jr彼j
に対して、「頭を撫でるJr背中を摩るj といった動作を行う。先行動認と「テヤノレJ
の結合によって、「子供Jr彼j に対して、動作主が労わったり憐れんだりする気持
ちを「子供Ji彼j に伝えて、その気持ちによって、「子供Jr彼j が動作主の恩恵
的感情を受けるように見える。つまり、 fテヤノレj の出現で「携でるJr摩るJの動
作自体に動作主の d恩恵的感情が含まれるようになり、動作を受ける身体部位の持ち
主もその思恵、的感情の受け手になるのである。それは動作による変化の結果を問わ
? ?? ?
「テヤノレj構文と“姶"構文との対応について(諜俊凱)
ず、「テヤノレj によって決まるのである。
一方、 2.2.節で述べたように、身体の“姶円構文においては、“姶日が動作の受
け手を導くとともに、それは動作による変化結果の受け手でもある。 (1)(2)の身体
の“拾"構文においては、「頭を撫でるJr背中を摩るJという動作によって、 f頭j
f背中j ~こ何らかの変化が起こされないので、変化の結果がもちろん現れるはずが
ない。それによって、変化の結果の受け手もないわけである。すなわち、守合口の
現れるのに必要な要素が欠けているので、“生合"構文として成立しにくくなってし
まっている。
以上の分析から、本発表では、「身体テヤノレj 構文は身体部位の"姶"構文との対
応関係において、最も中核になっているのは部分と全体の所有関係ではなく、動作
による変化の結果を現実的な利益として動作の受け手に与えられるかどうかに関わ
っているのを主張する。
3. 現実的な利益と恵、恵的感情の判別
現実的な利益と患恵的感清の判別に関して、身体部位と共起し得る先行動詞とし
て、 10語リストアップした。それによって、「現代日本語書き言葉均衡コーパスj
(少納言)から「身体テヤノレJの例文を抽出して、中国語に訳した。また、それらの
訳文を 5人の中国人ネイティブにチェックしてもらった結果は表 2で示されてい
る。
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?
例文数
“自合"構文と対応する
身体部位に変化があるか否か 比率
例文数
(洗う)43 43'8 あり 100% 
(流す)6 6 あり 100% 
(撫でる)48 。 なし 。%
(設む)7 4 あり 57 % 
(こする)4 4 あり 100% 
(拭く)42 42 あり 100 % 
(抜く)4 4 あり 100 % 
(叩く)2 。 なし 。%
位する)24 4 あり 17 % 
(触る)8 。 なし 。%
??
、?
その中では、動作主が動作の受け手の身体部位に対して、動作を行うことを通し
て、身体部位に何かよい変化を起こして、その変化の結果を現実的な利益として動
作の受け手に与えるということを表す例文は以下のようである。
良子は彼の前にしゃがみこんで、汚れた手足を洗ってやった。 (BCCWJ、
下線は筆者、以下向)
中訳:良子{府下身，姶他洗了庇的手脚。
( 17) 
と、言あっちへ向けよj
持i立身去。"
服部さんが、「おい、俺が背中を流してやろう。
つ。
中訳 我来会合伶捷背，“日畏，服部i見
( 18) 
「汚し、fばーちゃんが嫌いだったんだ。汚いってさj
なら、洗ってやればいいんだよJJこの二つの例文は単独に“拾"構文と対応できないわけ
切その中で、「毎日、患部を強酸性7.kで、洗ってやることで相当な効果が得られています。j
と ii猫飼ったことないのか?J
ではないが、前後の文の繋がりから見ると、“拾"がない文が簡潔であると2人のネイティ
ブから指摘があった。本稿では、多数の意見に基づき、対応する例文と見ることにする。
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???
「テヤノレj構文と“会合"構文との対応について(議俊凱)
( 19) おい、親分の足が冷えている。さすってやれ。
中訳:p畏，老大脚冷了，治他捷援。
(20) 有紀、自分のシャツの裾で郷子の顔の汗を拭いてやる。
中訳:有妃用自己村衣下沿盆多子擦2金上的汗水。
(21) 実は以前にこの奴隷はライオンの病気を治してやったことがあって・・・足の
料を抜いてやったんだったかしら、とにかく助けてやったことがあって、
ライオンはその恩義に報し 1た。
中訳:故事是窓枠的，以前有小奴京姶獅子治好了病。好{象是姶獅子抜捧了
脚上的刺，怠市言之他都助了獅子，獅子援答了他。
(17) ~ (21)では、「洗う Jr流すJrさするJr拭く Jr抜く」といった動作を通して
「手足Jr背中Jr顔Jr足Jなどの身体部位に「きれいになるJr暖かくなるJrさ
っぱりするようになるJr痛くなくなるj といった変化を起こしている。「テヤノレ」
との結合によって、そのような変化は動作主の判断により、動作の受け手にとって
長い結果がもたらされ、それが現実的な利益として動作の受け手に与えられるとい
うことを表す。すなわち、現実的な利益は良い変化によるものであると言える。干
のタイプの「身体テヤノレj 構文は“姶"構文と対応していると思われる。
それに対し、変化がない「身体部位テヤノレj構文は以下のようである。
(22) 腰骨のあたり、優しく触ってあげて。
中訳:温柔地銃摸(虫色的)腰部。
(23) rあたし、死ぬんですかJと一日中いっているみや子さんの手を握り、「あ
なた、大丈夫ですよj とさすってあげていた。
中訳:宮子整天日菌培“我要死了時
(24) 兄は私の肩にもたれて、幼い子供のように泣きじゃくる。背中を軽くトン
トン叩いてあげるうちに落ち着くのだった。
中訳:寄吾子集在我肩上， {象小小J去~.支突起来。我経経地拍着他的背，地才慢
慢平静下来。
? ???
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(22) --(24)では、「触るJrさするJr叩く j といった動作によって、 f腰骨Jr手j
「背中j に{可の変化ももたらしていないのがわかる。つまり、身体部位の状態が変
わっていない。変化がないと、現実的な利益が現れにくい。「テヤノレj によって、
文全体には誰かに対して患恵的感情を表すのみであると言える。しかし、中国語で
は、“姶"により、そのような恩恵的感情の表出を表すことができないと思われる。
以上の分析に基づき、「身体テヤノレj 構文では、現実的な利益の出現は身体部位
に良い変化を起こすか否かに関わっていて、その変化を起こすと同時に誰かに対す
る思恵、的感情が表わされると言える。また「身体テヤノレJ構文には恩恵的感情しか
表わさないものがあると考えられるのに対し、“t合"構文は必ずしも恩恵、的感情を
表すわけではなく、動作による変化の結果を現実的な利益として誰かに与えるのが
身体の“姶"構文の中心的な意味であると思われる。
4.今後の課題
本論文では先行研究の説明が不十分であるところに関して日本語の「身体テヤノレJ
構文と中国語の身体の“姶"構文を対照させ再検討したところ、両者の対応と非対
応の原因を明らかにした。今後、研究範囲を広げ、今回対象とされない非恩恵を表
す「テヤノレJ構文を視野に入れ、 fテヤノレJ構文と“会合"構文全体の意味特徴に関
して、現実的利益と恩恵的感情という手掛かりから、検討また検証する必要がある
と思う。
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